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坂下分会、2025年を締めくくる仲間たち

秋の拡大打上げ式で壇上に並ぶ大谷口分会

前野中台分会レク、富士山をバックに

新赤塚分会、六役・青年部長の面々です

議論が盛り上がる氷川分会執行委員会

大
山
分
会
レ
ク
、
バ
ス
の
中
も
楽
し
く
に
ぎ
や
か

徳丸分会レク82名、横須賀ヴェルニー公園で

6年ぶりの中央分会レクを27名でＢＢＱ

蓮根分会センターでイキイキ会の定例会
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志村坂上分会、女性の会の定例会に集まる

舟渡高島分会レク、雨の中の昼食前

大谷口北分会の執行委員会で話し合う仲間

仲宿分会レクで群馬ぶどう狩り・湯葉とり

上赤成増分会、住宅デーに応援も駆けつけ

事業所分会、久々の分会レクはＢＢＱ

板橋支部事務所は
１月４日まで休業

５日（月）と１６日（金）の
午後も会議のため閉めます

東京都豊島区西池袋5－22－15
※板橋〈3963〉5 3 2 5

電話 練馬〈3825〉5 5 2 2
北〈5390〉6 0 2 1
豊島〈3986〉2 4 7 1

発行人 代表者 川合 正人
発行日 1日、9日、17日、25日

東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

発 行 所

定
価
30
円

（
購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

）



（2）2026年1月1日け ん せ つ 北 部（第三種郵便物認可）第2836号

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

板
橋
支
部
か
ら

２８
名
が
参
加

11
月
30
日
、
板
橋
支
部
と

練
馬
・
北
・
豊
島
支
部
と
で

集
ま
る
城
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

で
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
板
橋
支
部

か
ら
組
合
員
・
家
族
28
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
、
東
京
湾
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
で
し
た
が
、「
昨

年
は
夜
景
だ
っ
た
け
ど
、
今

年
は
昼
間
な
の
で
良
く
見
え

た
」
「
普
段
は
海
の
上
か
ら

見
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
景

色
が
す
ご
く
良
か
っ
た
」と
、

皆
さ
ん
存
分
に
楽
し
み
ま
し

た
。船

室
で
は
、
各
支
部
ご
と

に
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
、

料
理
を
自
分
で
取
り
寄
せ
て

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
飲
み
物
を
取
り
に
行
っ

た
際
に
、
他
の
支
部
の
人
と

も
交
流
が
進
み
ま
し
た
。

抽
選
会
で
は
、
板
橋
支
部

は
参
加
者
が
多
か
っ
た
た

め
、次
々
と
当
た
り
が
出
て
、

最
後
ま
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

Ｐ
Ａ
Ｌ
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
や

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め

大
手
資
本
の
現
場
に
従
事
す

る
仲
間
で
作
っ
て
い
る
会
で

す
。元

請
と
は
圧
倒
的
な
力
関

係
の
差
で
、
現
場
で
は
、
と

か
く
理
不
尽
な
扱
い
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
仲
間
が
い
る
こ
と
に
気

づ
く
と
、「
一
人
じ
ゃ
な
い
」

と
分
か
り
、
互
い
に
要
求
を

出
し
合
っ
て
、
現
場
改
善
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

春
と
秋
の
大
手
企
業
交
渉

で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
員
か
ら

あ
ら
か
じ
め
要
求
を
集
約
し

て
か
ら
臨
ん
で
い
ま
す
。
交

渉
で
は
、
従
事
者
の
生
の
声

を
伝
え
て
、
こ
の
間
、
数
々

の
改
善
を
勝
ち
取
っ
て
き
ま

し
た
。

11
月
23
日
快
晴
の
朝
、
前

野
分
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
出
発
。
伊
豆
畑
毛
温
泉
で

昼
食
・
休
憩
・
入
浴
を
し
た

後
、
伊
豆
の
国
パ
ノ
ラ
マ
パ

ー
ク
碧
テ
ラ
ス
へ
、
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
で
7
分
間
の
空
中
散

歩
。
葛
城
山
山
頂
に
て
、
富

士
山
、
駿
河
湾
の
大
パ
ノ
ラ

マ
を
眺
め
、
み
ん
な
で
集
合

写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

み
か
ん
狩
り
を
楽
し
み
、

帰
り
の
渋
滞
中
は
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た

が
、
分
会
セ
ン
タ
ー
へ
着
い

た
の
は
夜
9
時
半
。
い
や
は

や
、
疲
れ
ま
し
た
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
組
合
活
動
で
成
果

が
上
が
っ
た
も
の
と
し
て
、

建
設
業
法
な
ど
に
、
適
正
な

賃
金
確
保
や
労
働
者
の
処
遇

改
善
を
盛
り
込
ん
だ
「
担
い

手
3
法
」
が
改
正
さ
れ
、
私

た
ち
の
要
求
に
法
的
な
裏
付

け
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

全
国
の
仲
間
で
取
り
組
ん
だ

百
万
人
署
名
運
動
が
大
き
な

力
と
な
り
ま
し
た
。

長
年
、
取
り
組
ん
で
き
た

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
は
、

東
京
1
陣
・
2
陣
の
多
く
の

原
告
が
、
国
へ
の
勝
訴
に
続

い
て
、
建
材
企
業
と
も
勝
利

和
解
を
勝
ち
取
る
大
き
な
前

進
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
板
橋
区
に
長
年
、

要
求
し
て
き
た
公
契
約
条
例

が
、
い
よ
い
よ
今
年
、
制
定

に
向
け
て
動
き
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
公
共
工
事
で
の

労
働
条
件
や
会
社
の
契
約
関

係
が
、
大
き
く
変
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

私
は
、
板
橋
支
部
執
行
委

員
長
と
い
う
大
役
を
ま
か
さ

れ
て
、
2
年
近
く
た
ち
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
に
慣
れ
ま
せ

ん
。
か
え
っ
て
、
そ
の
方
が

緊
張
感
が
持
続
し
て
い
け
る

の
で
、
良
い
事
な
ん
だ
と
思

え
ま
す
。

就
任
以
来
、
学
ん
で
た
た

か
う
、
お
も
し
ろ
く
て
為
に

な
る
組
合
活
動
を
心
が
け
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
、

群
・
分
会
・
支
部
の
役
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
特
に

専
門
部
長
は
、
と
っ
か
か
り

や
す
く
、
ジ
ャ
ン
ル
が
多
岐

に
渡
る
の
で
、
興
味
が
わ
く

も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。役

員
は
、
仕
事
や
家
庭
を

優
先
し
て
構
わ
な
い
の
で
、

無
理
な
く
取
り
組
め
ま
す

し
、
私
自
身
が
子
育
て
中
な

の
で
、
で
き
る
範
囲
で
や
っ

て
お
り
ま
す
。

立
場
が
人
を
つ
く
る
と
言

い
ま
す
。
我
こ

そ
は
と
思
い
立

っ
た
方
が
い
ま

し
た
ら
、
試
し

に
1
年
間
だ
け

で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
2
0

2
6
年
が
忘
れ
ら
れ
な
い
年

に
な
る
こ
と
、
ウ
ケ
ア
イ
で

す
。

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、

職
人
や
事
務
員
・
青
色
専
従

者
な
ど
へ
給
与
を
支
払
う
場

合
は
、「
源
泉
徴
収
」で
所
得

税
を
差
引
い
て
、
本
人
の
か

わ
り
に
納
税
が
必
要
で
す
。

年
末
に
は
1
年
間
の
、
と

り
ま
と
め
を
す
る
「
年
末
調

整
」
が
必
要
で
す
。
期
限
は

1
月
20
日
で
す
。

組
合
で
相
談
会
を
、
1
月

14
日
（
水
）
・
15
日
（
木
）

に
行
い
ま
す
。
10
〜
16
時
、

板
橋
支
部
会
館
に
て
、
予
約

制
。

会
議
の
た
め

支
部
事
務
所
を

閉
め
ま
す

1
月
4
日
ま
で
冬
季
休
業

1
月
5
日
（
月
）
午
後

1
月
16
日
（
金
）
午
後

2
月
3
日
（
火
）
一
日

2
月
17
日
（
火
）
午
後

日
曜
健
診

2
月
15
日
坂
下
診
療
所

2
月
22
日
小
豆
沢
病
院

3
月
15
日
下
赤
塚
診
療
所

3
月
22
日
小
豆
沢
病
院

※
平
日
は
ほ
ぼ
毎
日
可
。

※
締
切
は
約
3
週
間
前
。

※
小
豆
沢
病
院
で
は
、
じ
ん

肺
・
有
機
溶
剤
の
特
殊
健

診
も
同
時
受
診
可
。
（
石

綿
・
ア
ー
ク
溶
接
・
Ｍ
Ｏ

Ｃ
Ａ
は
平
日
の
み
）

年
に
1
回
は
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
基
本
健
診

は
無
料
で
す
。

組
合
の
健
康
診
断
で
は
、

職
業
病
の
専
門
医
に
よ
る
レ

ン
ト
ゲ
ン
再
読
影
を
お
こ
な

っ
て
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

景色がすごく良かった景色がすごく良かった
ＰＡＬ

東
京
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
交
流

給与を支払ったら代わりに納税
年末調整の相談会

１月２０日が納付期限

ＰＡＬで活動ＰＡＬで活動

大
手
資
本
の
現
場
従
事
者
で

要
求
出
し
合
い
現
場
改
善

新
年
あ
い
さ
つ

新
年
あ
い
さ
つ

東
京
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
船
上
で
交
流
す
る
Ｐ
Ａ
Ｌ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
参
加
者

執
行
委
員
長

成
瀬

晃
一

大パノラマ
富士山・駿河湾の

きれいな富士山が葛城山山頂から正面に
見えた、前野中台分会レクリエーション

担い手３法、公契約条例や
アスベスト訴訟で前進

で
き
る
範
囲
で
役
員
を

葛城山山頂にて

学
ん
で
た
た
か
う
、お
も
し
ろ
く
て
為
に
な
る

前野中台
分会レク
前野中台
分会レク
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高
校
を
卒
業
し
て
、
内
装

工
事
会
社
で
働
き
始
め
ま
し

た
。
毎
日
、
ボ
ー
ド
貼
り
や

軽
天
を
組
む
仕
事
を
し
て
い

ま
す
が
、
現
場
に
よ
っ
て
貼

り
方
や
組
み
方
に
工
夫
が
い

り
ま
す
。

仕
事
に
は
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
現
湯
で

た
く
さ
ん
学
び
、
一
日

で
も
早
く
一
人
前
の
職

人
に
な
れ
る
よ

う
、
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
二
十
歳

に
な
る
と
で
き
る

こ
と
も
増
え
て
く

る
の
で
、
仕
事
だ
け
で
な
く

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
充

実
し
た
一
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

＊

＊

＊

こ
の
企
画
は
、

徳
丸
分
会
・
吉
田
広
基

が
担
当
し
ま
し
た
。

池
袋
の
東
京
土
建
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
に
「
東
京
建

築
カ
レ
ッ
ジ
」
が
あ
り
ま
す
。
組
合
が
作
っ
た
職
業
能

力
開
発
短
期
大
学
校
で
、
金
・
土
曜
に
授
業
が
あ
り
、

月
〜
木
曜
は
働
き
な
が
ら
2
年
間
学
び
ま
す
。
板
橋
支

部
に
も
、
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
卒
業
生
が
い
ま
す
。

カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
4
月
か
ら
の
研
修
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
い
ま
、
2
年
生
で
通
っ
て
い
る
斎
藤
正
章
さ

ん
に
、
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

い
ま
2
年
生
で
、
も
う
す

ぐ
卒
業
で
す
。
週
2
日
、
学

校
に
通
う
の
が
楽
し
く
、
生

徒
や
先
生
と
、
し
ゃ
べ
れ
る

の
と
、
授
業
も
為
に
な
り
ま

す
。
特
に
、
昔
の
技
術
の
話

を
聞
く
と
、
ス
ゴ
イ
な
と
思

い
ま
す
。

カ
レ
ッ
ジ
に
通
う
前
は
、

吹
奏
楽
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

の
先
生
の
資
格
を
取
り
に
、

音
大
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

就
職
を
考
え
て
い
た
時
、
恩

師
か
ら
「
音
楽
だ
け
で
は
食

っ
て
い
け
な
い
か
ら
」
と
、

趣
味
と
は
別
に
手
に
職
を
つ

け
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
父

の
工
務
店
で
働
か
せ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
社
の
同
僚
が
、
カ
レ
ッ

ジ
の
卒
業
生
だ
っ
た
た
め
、

カ
レ
ッ
ジ
に
行
く
こ
と
を
勧

め
ら
れ
、
父
か
ら
も「
行
け
」

と
言
わ
れ
て
、
カ
レ
ッ
ジ
に

入
学
し
ま
し
た
。
建
築
は
未

経
験
だ
っ
た
の
で
す
が
、
働

き
な
が
ら
学
校
で
勉
強
し
て

い
ま
す
。

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
趣

味
と
し
て
続
け
て
い
ま
す
。

社
会
人
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し

て
、
チ
ュ
ー
バ
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
応
募
者
か
ら

５０
名
に
図
書
カ
ー
ド

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選

で
50
名
に
図
書
カ
ー
ド
を

贈
呈
し
ま
す
（
2
月
群
会

議
で
）
。

ハ
ガ
キ
に
、
①
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
答
え
（
言
葉
）
、

②
ま
ち
が
い
さ
が
し
答
え

（
数
）
、
③
近
況
報
告
、

④
所
属
の
分
会
名
と
氏

名
、
の
4
つ
を
書
い
て
下

さ
い
。
締
切
は
1
月
15
日

（
消
印
有
効
）
。

今
年
は
、
答
え
の
正
誤

は
問
い
ま
せ
ん
。
近
況
報

告
は
2
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。

【
応
募
の
あ
て
先
】

〒
1
7
3
―
0
0
1
1

板
橋
区
双
葉
町
36
―
6

東
京
土
建
板
橋
支
部

教

育
宣
伝
部

二重ワクの7文字をうまく並べてできる言葉は？

ヨ
コ
の
カ
ギ

1

2
・
4
・
6
・
8
・
10

4

紙
幣
の
偽
造
防
止
技
術
の
一
つ

7

無
駄
。
損
失

8

…
…
気
分
、
目
の
…
…

9

冬
至
の
日
は
ユ
ズ
湯
で
す

10

…
…
汁
。
カ
ニ
…
…

11

特
に
良
く
も
な
い
が
悪
く
も
な

い
。
…
…
な
選
択
を
す
る

13

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
な
ど
の
上

に
乗
せ
ま
す

15

め
っ
た
に
な
く
て
珍
し
い

16

…
…
か
き
。
…
…
道

17

12
月
31
日
。
お
お
つ
ご
も
り

19

す
で
に
過
ぎ
去
っ
た
時

20

幸
…
…
。
不
…
…
。
…
…
命

21

顎
に
当
て
て
弾
く
弦
楽
器

タ
テ
の
カ
ギ

1

野
球
や
ボ
ク
シ
ン
グ
で
使
う
革

製
の
手
袋

2

餅
を
つ
く
と
き
に
使
い
ま
す

3

♪
か
ご
め
か
ご
め
…
…
の
正
面

だ
あ
れ
？

4

…
…
奇
。
奇
…
…

5

ミ
カ
ン
を
乗
せ
て
飾
り
ま
す

6

対
義
語
は
「
ぜ
い
た
く
」

9

時
間
の
単
位

12

コ
ル
シ
カ
島
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン

ス
の
皇
帝

13

対
義
語
は
「
や
ぼ
」

14

出
会
い
を
目
的
と
し
た
飲
み
会

15

ア
ニ
メ「
ハ
ク
シ
ョ
ン
大
…
…
」

16

楽
し
く
面
白
い

18

年
越
し
…
…
。
も
り
…
…

19

プ
レ
ミ
ア
切
手
「
月
に
…
…
」

上の絵と下の絵では、まちがいがいくつある？
（かすれ・汚れは数えません）

② まちがいさがし

恩師や同僚に勧められ恩師や同僚に勧められ
建築カレッジ
研修生

建築カレッジ
研修生

趣
味
と
は
別
に
手
に
職
を

新
赤
塚
分
会

斎
藤

正
章
さ
ん
（
大
工
）

建築カレッジの授業で、ノミを使って木材を
刻む実習にはげむ、斎藤正章さん

お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー

新春恒例新春恒例

① クロスワード

一
人
前
の
職
人
め
ざ
す

私も二十歳私も二十歳

り

く

徳
丸
分
会

小
林

莉
空
さ
ん
（
内
装
）

「現湯でたくさん学
び、一人前の職人に
なれるよう、がんば
りたい」と抱負を話
す、小林莉空さん
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乗
蓮
寺
は
板
橋
区
赤
塚
に

あ
る
浄
土
宗
別
格
本
山
の
寺

院
。
東
京
大
仏
が
あ
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
初
詣
に
は

多
く
の
方
が
来
ら
れ
る
そ
う

で
す
。

入
口
は
重
厚
で
厳
か
な
雰

囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
ま

す
。
徳
川
家
の
葵
の
ご
紋
が

な
お
さ
ら
で
す
ね
。
階
段
の

上
が
っ
た
と
こ
ろ
の
門
に

「
赤
塚
山
」
左
右
に
立
派
な

守
護
神
の
像
が
構
え
て
い
て

び
び
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

き
れ
い
な
階
段
と
手
入
れ
の

施
さ
れ
た
木
々
が
と
て
も
気

持
ち
良
か
っ
た
で
す
。

上
が
り
き
っ
て
右
側
に
大

き
く
鎮
座
し
て
い
ま
し
た
、

阿
弥
陀
如
来
像
。
座
像
で
青

銅
製
の
鋳
造
大
仏
と
し
て
は

奈
良
・
東
京
都
日
の
出
町
・

鎌
倉
に
次
ぐ
日
本
で
四
番
目

の
大
き
さ
と
な
る
。
高
さ
は

基
壇
が
地
上
2
ｍ
、
蓮
台
2

・
3
ｍ
、
座
高
、
8
・
2
ｍ

の
計
12
・
5
ｍ
だ
そ
う
で
す
。

大
仏
の
大
き
さ
も
そ
う
で

す
が
お
顔
と
全
体
の
オ
ー
ラ

が
厳
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
他
に
も
池
と
造
園
は

ま
る
で
、
銀
閣
寺
を
思
い
浮

か
ば
せ
る
も
の
で
し
た
。
素

晴
ら
し
い
景
観
を
見
な
が

ら
、
初
詣
で
き
る
の
は
と
て

も
良
い
と
思
い
ま
す
。

応
永
年
間
（
1
3
9
4
年

〜
1
4
2
7
年
）
に
板
橋
区

仲
町
に
て
創
建
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

仲
宿
に
移
転
し
、
1
5
9
1

年
に
徳
川
家
康
か
ら
朱
印
地

が
与
え
ら
れ
格
式
あ
る
寺
院

と
な
り
ま
し
た
。

首
都
高
速
道
路
の
建
設
と

国
道
17
号
の
拡
幅
に
よ
り
、

1
9
7
3
年
（
昭
和
48
年
）

に
現
在
の
赤
塚
に
移
転
し
、

山
号
も
赤
塚
山
と
称
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

1
9
7
7
年（
昭
和
52
年
）、

悲
惨
な
震
災
や
戦
災
が
再
び

起
き
な
い
よ
う
願
い
を
込

め
、
東
京
大
仏
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

（
赤
塚
5
―
28
―
3
、
ア
ク

セ
ス
＝
成
増
駅
北
口
か
ら
バ

ス
赤
塚
八
丁
目
下
車
徒
歩
5

分
、
駐
車
場
は
正
月
三
が
日

閉
鎖
・
周
辺
道
路
通
行
止
）

前
野
町
の

鎮
守
と
し
て

長
い
歴
史
の

あ
る
氏
神

様
、
前
野
熊

野
神
社
は
、

ス
ー
パ
ー
銭

湯
「
さ
や
の
湯
」
の
、
ち
ょ

う
ど
後
ろ
側
に
、
ひ
っ
そ
り

と
、
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

2
月
の
節
分
、
秋
の
七
五

三
な
ど
の
行
事
も
、
若
祢
宜

（
ね
ぎ
）
が
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

9
月
の
例
祭
に
は
、
こ
ど

も
み
こ
し
が
宮
入
り
し
、
屋

台
も
出
て
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
す
。

師
走
に
は
、お
焚
き
上
げ
、

年
始
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人

が
お
参
り
に
来
る
、
大
切
な

神
社
で
あ
り
ま
す
。
た
ま
に

は
、
和
服
を
着
て
お
参
り
す

る
の
が
似
合
う
場
所
で
す
。

（
前
野
町
3
―
38
―
3
、
ア

ク
セ
ス
＝
と
き
わ
台
駅
・
赤

羽
駅
か
ら
バ
ス
前
野
町
三
丁

目
下
車
徒
歩
3
分
、
志
村
坂

上
駅
一
里
塚
出
口
か
ら
徒
歩

10
分
、
駐
車
場
な
し
）

平
安
時
代
中
期
の
9
9
5

年
（
長
徳
元
年
）
、
流
行
し

て
い
た
疫
病
に
か
か
っ
た
村

の
人
が
、
梅
の
古
木
に
回
復

を
祈
願
し
、
治
っ
た
こ
と
か

ら
、梅
に
縁
深
い「
菅
原
道
真

公
」
を
京
都
北
野
天
満
宮
か

ら
勧
請
し
た
こ
と
で
創
建
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
板
橋
で
最

も
古
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

初
宮
詣
、
七
五
三
、
厄
除

祈
願
に
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
、

ご
利
益
は
、
学
問
成
就
、
合

格
祈
願
、
厄
除
祈
願
、
病
気

平
癒
と
、
多
く
の
人
が
参
拝

に
訪
れ
ま
す
。

毎
年
2
月
11
日
の
「
田
遊

び
神
事
」
は
、
創
建
よ
り
1

年
も
休
ま
ず
続
け
ら
れ
て
い

る
伝
統
行
事
で
、
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
居
を
く
ぐ
り
、
参
道
を

進
む
と
、
き
れ
い
な
花
手
水

（
は
な
ち
ょ
う
ず
）
が
あ
り

ま
す
。
敷
地
内
に
手
撫
で
牛

の
像
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お

子
さ
ん
と
気
軽
に
訪
れ
て
み

て
下
さ
い
。
御
朱
印
有
。

（
徳
丸
6
―
34
―
3
、
ア
ク

セ
ス
＝
東
武
練
馬
駅
か
ら
北

へ
徒
歩
約
20
分
、
成
増
駅
北

口
か
ら
バ
ス
紅
梅
小
前
下
車

徒
歩
5
分
、
駐
車
場
あ
り
）

＊

＊

＊

こ
の
企
画
は
、

新
赤
塚
分
会
・
綿
貫
勝
則

前
野
中
台
分
会
・
金
井
設
男

徳
丸
分
会
・
吉
田
広
基

が
担
当
し
ま
し
た
。

赤塚山乗蓮寺
（東京大仏）
赤塚山乗蓮寺
（東京大仏）

徳
川
家
の
葵
の
紋
入
り

日本で4番目の大仏、阿弥陀如来像

格
式
あ
る
寺
院

徳丸北野神社徳丸北野神社

板
橋
で
最
も
古
い
歴
史
あ
る

素晴らしい景観の池、赤塚山乗蓮寺（東京大仏）

重
厚
で
厳
か
な
入
口

梅
の
花
咲
く
神
社

近所のスポット近所のスポット

きれいに飾られている花手水

前野熊野神社前野熊野神社

マンションの横から
参道が続く

9月の例祭でにぎわう前野熊野神社

和
服
が
似
合
う

二の鳥居に梅の紋がある、
徳丸北野神社

お
参
り
の
氏
神
様

初
詣
に

お
で
か
け

初
詣
に

お
で
か
け

初
詣
に

お
で
か
け

初
詣
に

お
で
か
け

初
詣
に

お
で
か
け

初
詣
に

お
で
か
け


